
教育ファーム※（農作業体験）の効果について（案）（注）                

 
※：北陸ブロック教育ファーム推進協議会における「教育ファーム」とは、種苗を植え、育成して収穫し、場合によっては食べるまでの一連の作業を子供

達が主体的に取り組むことを原則とする。 

カテゴリー（視点） 効       果 取組事例のテーマとの関連 

個人 ・「もの」を作ることの大変さ、大切さの理解。 
・ものごとを達成する喜びを体感。 
・豪雨や台風、干ばつなど人の力を越えた抗うことの困難な自然の力に対する理解。およ

び、失敗や損害を受けても、経験を生かして、そこから再度挑戦する精神の養成。 
・自然に学び、感じ取り、自ら考える力の醸成。それを通じた探求心と学習力の向上、物

事の要点等を見抜く力の育成と五感の鍛錬。 
・育成や加工を通じた生物学や化学的な反応に対する好奇心の向上と、それを通じた学力

向上。 
・先人の知恵を知るとともに、畏敬の念を育成。 
・農作物の育成における生命力への接触、計画的な作業の重要性の認識、収穫への努力の

反映を通じた「明日を信じる心」の醸成。 
・育成した農作物の販売を通じた「社会的な成果」を得ることの体感。  
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絆（家族、友人、地

域等） 
・親と子のコミュニケーションの場の提供と、親子間の理解の促進。 

・農作業で協力し合い、話し合うことを通じた友達をつくり、選べる力の構築。 

・地域の中での人と人との協力、作業における助け合い等を通じたつながりの再認識、連

帯感の構築。 

・世代間の交流や非農家・都市住民との交流。 

・生き甲斐ややすらぎ・癒しの場、高齢者の活躍の場の提供。 

・物事は基本的に一人では解決しにくいものであり、助け合うことが如何に素晴らしいか

ということを理解。 
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カテゴリー（視点） 効       果 取組事例のテーマとの関連 

 

環境 ・地域が持つ自然の豊かさや恩恵の実感。 

・害獣による被害等への対処、自然と農業の関係への理解等を通じた自然と向き合う姿勢、

バランス感覚の養成（自然の開発か保全かなど）。 
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食 ・食のありがたさに対する感謝の念の醸成。食をめぐる状況の理解、食べ残しの減少。 

・育成した作物又は家禽等を食することを通じた命と向かい合う機会の創出。人や、生き

物に対して思いやる心の醸成。 

・育成や加工を通じた生物学や化学的な反応に対する好奇心の向上と、それを通じた学力

向上。 

・地元の農産物（食材）や伝統食、食文化に対する再認識。 
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（注）これまでの取組事例等をもとに、事務局において取りまとめたものである。 
 
 
 
 


